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特定教育・保育施設の利用定員の設定について（認可保育所等）  

１．確認制度と利用定員について  

 ○  子ども・子育て支援制度では、給付の実施主体である市が、認可を受けた

教育・保育施設（認定こども園、幼稚園、保育所）、地域型保育事業所（家庭

的保育、小規模保育、居宅訪問型保育、事業所内保育）に対して、その申請

に基づき各施設・事業の類型に従い、認定区分（１号認定、２号認定、３号

認定）ごとの利用定員を定めた上で、給付の対象となることを確認し、給付

費を支払うことになる。  

 ○  特定教育・保育施設、特定地域型保育事業の受け入れや給付単価は、認可

定員ではなく利用定員を基に運用される。  

 

２．子ども・子育て会議の意見聴取  

 ○  子ども・子育て支援法（第３１条第２項、第４３条第３項）の規定により、

特定教育・保育施設、特定地域型保育事業の利用定員を定めようとするとき

は、子ども・子育て会議の意見を聴かなければならないとされている。  

  

３．利用定員の設定について  

 ○  「流山市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例」の規定に基づき、施設・事業所ごとに利用定員を定める。  

 ※小規模保育事業Ａ型の利用定員は６人以上１９人以下。  

   ※３号認定は０歳と１・２歳に区分して利用定員を定める。  

 ○  利用定員は認可定員の範囲内で設定（認可定員と一致することを基本）す

る。  

 ○  実利用人数が認可定員を下回っているとき、計画上の確保方策などを踏ま

えたうえで、認可定員を下回る利用定員とすることも可能。  

 ○  実利用人数が認可定員を上回っているとき、利用実態に応じて認可定員を

引き上げることを検討。  

※条例に規定するやむを得ない事情がある場合は、利用定員を超えて受け

入れ可能。  

   ※連続する過去２年度間常に実利用人数が利用定員を超えている、かつ、

年間の平均利用率が１２０％以上の場合で、利用定員の見直しが行われ

ない場合、給付費を減算する等の措置を講ずる予定。  

【資料１】第４回子ども・子育て会議
（令和元年８月２８日）  
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４．令和元年１０月開設予定の特定教育・保育施設の利用定員について  

 ①（仮称）南流山駅前保育園（保育所）  

事業所名称  （仮称）南流山駅前保育園  

事業所所在地  流山市南流山二丁目４番地１ザ・サバービア２階  

事業者名称  株式会社キッズホーム欒  

代表者職・氏名  代表取締役  國澤  佳奈子  

区域区分  南部地区  

認可定員（予定）  ４５人   

利用定員（予定）  

（３号認定）０歳  ５人   

（３号認定）１・２歳  １６人   

（２号認定）３歳以上  ２４人   

 

【位置図】  

 

 

 

  

（仮称）南流山駅前保育園  
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②聖華いつき保育園（定員変更）  

事業所名称  聖華いつき保育園分園（聖華このみ保育園）  

事業所所在地  流山市南流山一丁目１７番４号  

事業者名称  社会福祉法人樹  

代表者職・氏名  理事長  白須賀  まり子  

区域区分  南部地区  

認可定員（変更前） １２０人（９０人）   

利用定員（予定）  

（３号認定）０歳  ２２人（１２人）   

（３号認定）１・２歳  ４８人（２８人）   

（２号認定）３歳以上  ５０人（５０人）   

 

【位置図】  

聖華いつき保育園分園  

（聖華このみ保育園）  


